
山 725-2005・ 10020(第二種郵便物認可)
第 725号 平成 17年 10月 20日 発行 (毎月20日 発行)

昭 和 49年 8月 31日  第 二 種 郵 便 物 認 可

2005年  (平成17年 )

10月 号 (No。 725)

餞貿日 本 山 岳 会
¶rlle Japanese Alpine Club

定価 1部 150円

URLtthttp:〃 www.iacoorjp

e‐mailttiaC―r00m@iaCoOr.ip

目 次

100周年を迎えた日本山岳会③
エヴェレス トの南と北 … ・。

1

歴代の会長が語る、日本山岳会

のありかた。・・・・・・・・… ・・。4

渡辺兵力さん追悼の記・・・・・・・ 6

100周年記念事業 会員並びに

有志募金の御礼とご報告・・・ 7

報告

自然保護委員会/科学委員会

/山の自然学研究会・・・・・・・ 8

図書紹介・・・・・・・・・・・・・・・・・・・10

東西南北

草創期会員「田中喜左衛門の

山日記」。・・… ・・・― ・・・・・。11

Clirnbing&RIedicine・ 49。 ・・・。12

図書受入報告・・・・・・・・・・・・・・・12

会務報告・・・・・・・・・・・・・・・・・・。13

ルーム日誌 。・・・・・・・・・・・・・・・。13

会員異動・・・・・・・・・・・・・・・・・・・14

新入会員・・・・・・・・・・・・・・・・・・・14

1NFOR:MAITION・・・・・・・・・・・・・15

>日 本山岳会事務 (含図書室)取扱時間
月・火・木 ・・・・・・・・・・・。10～20時

水・金 ・・・・・・・・・・・・・・・。13～20時

第 2、 第 4土曜日 ・・・・・・・・・・閉室

第 1、 第3、 第5土曜日 ・・。10～ 18時

１
０
０
周
年
を
迎
え
た
日
本
山
岳
会
③

エ
ヴ
エ
レ
ス
ト
の
南
と
北

富
下
秀
樹

一
九
五
六
年
の
マ
ナ
ス
ル
初
登
項
以
来
、
日
本
山
岳
会
の
最
大
目
標

は
、
エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト
登
項
で
あ

っ
た
。
七
〇
年
の
ネ
パ
ー
ル
側
か
ら

の
日
本
人
初
登
項
と
、
八
〇
年
、
開
放
後
の
中
国
側
か
ら
の
登
項
を
、

当
時
の
背
景
も
含
め
て
、
宮
下
秀
樹
氏
に
綴

っ
て
も
ら
っ
た
。

「世
界
の
最
高
峰
に
日
本
人
も
登
り
た

い
」各

国
の
８
０
０
０
ｂ
川峰
初
登
項
の
舞

台
に
、

５６
年
マ
ナ
ス
ル
の
初
登
項
に
よ

っ
て
、
遅
れ
ば
せ
な
が
ら
日
本
も
や
っ

と
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
つ
こ
と
が
で

き
た
。
山
岳
会
で
は
、

５９
年
に
若
手
を

中
心
に
ヒ
マ
ー
ル

・
チ
ュ
リ
に
遠
征
を

出
し
た
あ
と
、
今
後
ど
う
す
る
か
い
ろ

い
る
と
論
議
が
重
ね
ら
れ
た
。

結
局
、
エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト
に
目
標
が
定

ま

っ
た
。

６３
年
５
月
、
許
可
の
申
請
に

三
田
幸
夫
副
会
長
が
イ
ン
ド
、
ネ
パ
ー

ル
を
訪
問
し
た
。
し
か
し
、
す
で
に
６５

年
春
は
イ
ン
ド
に
決
定
さ
れ
て
い
た
の

で
、
や
む
な
く
目
標
を
６６
年
春
に
変
更

し
、
登
山
許
可
の
内
諾
を
得
て
登
山
料

の
半
額
を
デ
ポ
ジ
ッ
ト
す
る
こ
と
が
で

き
た
。

５３
年
春
の
英
国
ハ
ン
ト
隊
の
初

登
項
以
後
、
各
国
が
競

っ
て
モ
ン
ス
ー

ン
を
は
さ
ん
だ
春
秋
の
シ
ー
ズ
ン
に
登

山
申
請
を
続
け
て
い
た
。
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
許
可
を
入
手
で
き
た
の
は
、
三

田
さ
ん
の
幅
広
い
人
脈
の
お
か
げ
と
い

えゝ
卜
な
つ
。

前
記
の

「登
り
た
い
」
と
い
う
素
直

な
感
情
は
、
当
時
の
先
輩
達
の
偽
ら
ぎ

る
気
持
ち
で
あ
っ
た
。
国
際
的
に
み
れ

ば
、
日
本
は

一
世
代
く
ら
い
遅
れ
て
い

た
の
で
、　
一
日
も
早
く
世
界
の
レ
ベ
ル

に
到
達
し
た
い
と
願

っ
て
い
た
。
当
然
、

東
南
稜
か
ら
の
ハ
ン
ト
隊
の
ア
タ
ッ
ク

の
記
録
が
教
本
と
な
り
、
徐
々
に
準
備

が
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
た
。

し
か
し
、

６５
年
３
月
、
突
如
ネ
パ
ー

ル
政
府
は
、
向
こ
う
５
年
間
の
ネ
パ
ー

ル

・
ヒ
マ
ラ
ヤ
全
域
の
登
山
禁
止
を
発

表
し
た
。
突
然
の
発
表
に
、
関
係
者
の

衝
撃
は
甚
だ
し
か
っ
た
。
お
り
か
ら
我

が
国
で
は
、
１
人
５
０
０
ド

ル
の
外
貨
自

由
枠
が
決
定
さ
れ
た
ば
か
り
で
あ
っ
た
。

こ
の
機
会
に
満
を
持
し
て
海
外
登
山
を

試
み
よ
う
と
し
て
い
た
登
山
家
た
ち
は
、

１

や
む
な
く
ヒ
ン
ズ
ー
ク
シ
ュ
、
コ
ー
カ
　
爾

サ
ス
、
ア
ン
デ
ス
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
バ

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ヘ
と
目
標
を
変
更
せ
ざ

る
を
得
な
か
っ
た
。

６８
年
８
月
、
ネ
パ
ー
ル
政
府
は
全
面

禁
止
の

一
部
を
解
除
し
、
新
登
山
規
則

の
成
立
を
待

っ
て
、
エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト
を

含
む
３８
座
の
解
禁
を
発
表
し
た
。
う
ま

く
い
け
ば
、

６９
年
春
に
は
登
山
隊
派
遣

が
可
能
と
な
る
の
で
、
エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト

登
山
再
開
の
気
運
が

一
気
に
高
ま
っ
た
。

し
か
し
、
こ
の
４
年
間
の
登
山
休
止

期
間
、
登
山
界
の
変
化
に
は
著
し
い
も

の
が
あ
っ
た
。

５３
年
の
エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト

初
登
項
に
よ
り
、
山
登
り
の
最
大
の
夢
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の
ひ
と
つ
が
失
わ
れ
た
と
感
じ
た
世
代

に
は
、
高
さ
を
求
め
る
よ
り
、
よ
り
難

し
さ
を
求
め
る
傾
向
が
強
く
な
っ
て
い

た
。な

ぜ
、
今
さ
ら
エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト
な
の

か
、
と
い
う
疑
間
で
あ
っ
た
―
―
。

エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト
南
壁

（南
西
壁
）
の

計
画
が
い
つ
、
誰
か
ら
発
案
さ
れ
た
の

か
は
定
か
で
は
な
い
が
、
少
人
数
で
の

ラ
ッ
シ
ュ
ア
タ
ッ
ク
、
無
酸
素
、
項
上

で
の
幕
営
な
ど
奇
抜
な
案
も
出
て
い
た
。

す
で
に
５
ヶ
国
も
登

っ
て
い
る
東
南

稜
か
ら
の
登
項
に
、　
一
国
の
総
力
を
懸

け
る
に
は
あ
ま
り
に
大
袈
裟
、
陳
腐
な

計
画
で
あ
ろ
う
。
反
面
、
未
知
の
南
壁

を
攻
略
す
る
力
が
我
々
に
あ
る
だ
ろ
う

か
。
世
界
最
高
峰

の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ

ン

・
ル
ー
ト
を
登
れ
る
の
か
、
不
安
は

増
す
ば
か
り
だ

っ
た
。

さ
ら
に
、
ス
キ
ー
隊
と
の
競
合
問
題

が
発
生
し
た
。
今
ま
で
１
山
１
隊
を
厳

守
し
て
き
た
ネ
パ
ー
ル
政
府
が
、
エ
ヴ

ェ
レ
ス
ト
の
ス
キ
ー
滑
降
を
撮
る
撮
影

隊
に
、
同
時
期
の
入
山
許
可
を
出
し
た

の
で
あ
る
。
両
隊
で
運
ぶ
大
量
の
物
資
、

お
そ
ら
く
１
５
０
０
名
を
超
え
る
ポ
ー

タ
ー
の
動
員
、
サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る

シ
ェ
ル
パ
の
人
数
と
質
な
ど
の
問
題
が

派
生
し
た
。
そ
し
て
何
よ
り
も
、
あ
の

危
険
度
の
高
い
ウ
ェ
ス
タ
ン

・
ク
ウ
ム

の
ア
イ
ス
フ
ォ
ー
ル
を
大
勢
の
人
が
通

過
す
る
こ
と
な
ど
、
問
題
は
複
雑
で
深

劾
だ

っ
た
。

資
金
面
で
は
、
毎
日
新
聞
や
Ｎ
Ｈ
Ｋ

な
ど
、
多
く
の
企
業
か
ら
支
援
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
幸
運
だ

っ
た
。
半
面
、

同
じ
７０
年
春
に
、
マ
カ
ル
ー
に
遠
征
す

る
東
海
支
部
の
人
達
に
は
、
多
大
な
迷

惑
を
か
け
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

上
層
部
の
人
達
は
、
こ
れ
ら
の
対
応
に

振
り
回
さ
れ
て
時
間
を
費
や
し
、
戦
略

を
考
え
る
余
裕
も
な
い
ほ
ど
、
そ
の
苦

悩
は
大
変
な
も
の
が
あ
っ
た
。

６９
年
の
第

一
次
と
第
二
次
偵
察
隊
の

あ
と
、
い
よ
い
よ
７０
年
春
、
本
隊
が
松

方
二
郎
隊
長
以
下
３０
名
の
大
部
隊
で
出

発
し
た
。

主
目
的
と
さ
れ
た
南
壁
登
攀
は
８
０

５
０
い
川
で
断
念
し
た
が
、
悲
願
の
登
頂

は
東
南
稜
よ
り
２
パ
ー
テ
ィ
４
名
が
成

功
し
た
。　
一
次
隊
の
松
浦
輝
夫
、
植
村

直
己
、
二
次
隊
の
平
林
克
敏
、
チ
ョ
タ

レ
の
４
人
で
あ
る
。

「日
本
人
が
初
め
て
項
上
に
立

っ
た
」
、

「ヒ
マ
ラ
ヤ
の
大
岩
壁
に
挑
戦
し
た
意

欲
」
は
、
後
世
に
残
る
確
か
な
足
跡
で

あ
る
。
参
加
し
た
隊
員
が
、
準
備
不
足

も
あ
り
、
十
分
に
計
画
を
消
化
し
き
れ

な
い
ま
ま
山
に
向
か
っ
た
感
は
否
め
な

い
が
、
大
き
な
隊
で
登
り
、
多
く
の
知

己
を
得
た
事
は
貴
重
な
経
験
に
な
っ
た

は
ず
で
あ
る
。
以
後
、
そ
れ
ぞ
れ
に
自

分
の
進
む
道
を
再
発
見
、
再
認
識
し
た

に
違
い
な
い
。

ネ
パ
ー
ル

・
ヒ
マ
ラ
ヤ
鉄
の
時
代
と

も
て
は
や
さ
れ
た
７０
年
代
も
半
ば
を
過

ぎ
、
中
国
の
文
化
大
革
命
の
嵐
も
終
息

を
迎
え
よ
う
と
し
た
頃
、
各
国
の
登
山

家
は
そ
ろ
そ
ろ
中
国
登
山
の
開
放
近
し

と
み
て
、
中
国
と
の
接
触
を
始
め
だ
し
　
２

て
い
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
爾

当
会
で
も
、
中
国
か
ら
の
訪
日
団
が

あ
る
と
、
有
力
者
目
当
て
に
何
度
も
接

触
を
試
み
た
。
体
育
関
係
の
要
人
の
場

合
に
は
、
西
堀
栄
二
郎
会
長
に
も
出
席

を
願

っ
た
。
し
か
し
、
要
人
の
日
か
ら

は

「山
は
国
境
近
く
に
あ
る
か
ら
、
ス

ポ
ー
ツ
交
流
の
最
後
だ
ね
」
と
何
回
も

繰
り
返
さ
れ
、
時
に
は
絶
望
的
な
気
持

ち
に
な
っ
た
。

７８
年
の
夏
、
突
然
、
日
中
文
化
交
流

協
会
の
村
岡
理
事
の
訪
間
を
受
け
た
。

中
国
と
未
交
流
の
ス
ポ
ー
ツ
団
体
の
代

表
が
訪
中
す
る
が
、
山
岳
界
で
は
誰
が

代
表
に
ふ
さ
わ
し
い
か
と
の
事
だ

っ
た
。

・鍼
一鮭一一一雛
・̈

1970年 5月 11日 9時35分 、登頂の第 1報 を送る松浦輝夫隊員
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即
座
に
西
堀
会
長
が
ベ
ス
ト
で
あ
る
と

回
答
し
た
。
組
織
上
か
ら
み
れ
ば
、
日

本
山
岳
協
会
の
方
が
ふ
さ
わ
し
い
の
で

あ
ろ
う
が
、
未
交
流
の
場
合
は
個
人
の

パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
ー
が
も
の
を
い
う
国

で
あ
る
。
西
堀
さ
ん
の
交
渉
能
力
の
抜

群
さ
は
す
で
に
マ
ナ
ス
ル
で
実
証
さ
れ

て
お
り
、
こ
れ
は
大
正
解
で
あ
っ
た
。

旅
先
の
北
京
大
学
で
は
、
飛
び
入
り

で
ご
専
門
の
話
を
さ
れ
た
り
、
非
公
式

な
が
ら
体
育
総
会
と
の
会
談
が
設
定
さ

れ
、
登
山
協
会
の
要
人
た
ち
と
も
会
見

で
き
た
。
こ
れ
が
、
西
側
諸
国
で
、
我

が
国
が
開
放
後
の

一
番
乗
り
を
果
た
す

事
が
で
き
た
大
き
な
要
因
で
あ
っ
た
と

思
う
。
し
か
し
こ
の
事
は
、
後
々
ま
で

日
山
協
か
ら
恨
ま
れ
た
。

７９
年
６
月
、
待
望
の
チ
ョ
モ
ラ
ン
マ

登
山
許
可
の
内
諾
が
あ
り
、
７
月
に
当

会
か
ら
渡
辺
兵
力
副
会
長
と
宮
下
、
日

山
協
か
ら
今
井
田
研
二
郎

・
丹
部
節
雄

両
氏
、
読
売
新
聞
と
日
本
テ
レ
ビ
の
幹

部
が
訪
中
し
た
。
当
初
か
ら
読
売
グ
ル

ー
プ
か
ら
全
面
的
な
支
援
を
受
け
、
と

て
も
あ
り
が
た
か
っ
た
。

初
日
の
会
談
で
は

「中
国
に
は
エ
ヴ

ェ
レ
ス
ト
峰
な
ど
存
在
し
な
い
。
あ
る

の
は
チ
ョ
モ
ラ
ン
マ
峰
だ
」
と
強
く
主

張
さ
れ
、
カ
ッ
コ
書
き
で
エ
ヴ
ェ
レ
ス

ト
と
呼
称
す
る
許
可
を
得
る
の
に
半
日

も
要
し
た
。
何
し
ろ
西
側
諸
国
と
の
初

交
渉
で
も
あ
り
、
中
国
側
は
慎
重
な
上

に
も
慎
重
で
、
会
議
も
国
際
部
が
主
導
、

登
山
協
会
員
は
末
席
に
座

っ
て
い
る
だ

け
だ

っ
た
。

６０
年
の
中
国
隊
の
写
真
集
を
見
て

「チ
ョ
モ
ラ
ン
マ
の
顔
は
こ
の
北
壁
だ
。

こ
れ
な
ら
登
れ
る
」
と
確
信
を
持
て
た

の
で
、
北
壁
登
攀
を
提
案
し
た
。

中
国
側
は
、
氷
壁
登
攀
に
は
あ
ま
り

実
績
が
な
か
っ
た
の
で
、
あ
の
ル
ー
ト

は
不
可
能
だ
と
当
初
は
取
り
合
わ
な
か

っ
た
。
後
か
ら
続
く
で
あ
ろ
う
各
国
登

山
隊
を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら
、
失
敗
は

許
さ
れ
な
い
と
覚
悟
は
し
た
が
、
周
囲

の
勧
め
も
あ
り
、
計
画
は
北
東
稜

（北

稜
）
と
の
２
本
立
て
と
し
、
議
定
書
に

調
印
し
た
。

た
だ
残
念
な
こ
と
に
、
中
国
側
か
ら

の
情
報
提
供
は
極
端
に
少
な
く

「過
去

に
事
故
を
起
し
た
事
は
な
い
。
ノ
ー
ス
・

コ
ル
側
で
雪
崩
は
１
度
も
起
き
て
い
な

い
」
と
い
う
程
度
の
も
の
で
あ
っ
た
。

少
な
い
情
報
を
信
用
し
た
ば
か
り
に
、

秋
の
ノ
ー
ス

・
コ
ル
偵
察
時
に
雪
崩
に

遭

っ
た
。
日
本
隊
は
負
傷
で
済
ん
だ
が
、

中
国
隊
員
３
名
を
失

っ
て
し
ま
っ
た
。

７０
年
の
エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト
隊
の
経
験
か

ら
、
隊
員
選
考
で
は
北
東
稜
か
北
壁
か

の
希
望
を
聞
き
、
誰
と
ザ
イ
ル
を
組
み

た
い
の
か
、
そ
の
気
持
ち
を
大
切
に
し

て
決
定
さ
れ
た
。
隊
は
完
全
に
２
つ
に

分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た
隊
と
し
て

編
成
さ
れ
た
。

８０
年
２
月
、
渡
辺
隊
長
以
下
北
東
稜

１３
名
、
北
壁
１２
名
の
隊
員
が
出
発
し
た
。

隊
員
の
技
術
、
経
験
は
１０
年
前
と
比
較

し
て
格
段
の
進
歩
を
と
げ
、
め
ざ
ま
し

い
活
躍
が
展
開
さ
れ
た
。

北
東
稜
で
は
加
藤
保
男
が
最
後
は
単

独
で
、
北
壁
で
は
重
廣
恒
夫
、
尾
崎
隆

が
新
ル
ー
ト
か
ら
登
項
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
し
か
し
両
隊
と
も
、
登
項
後
酸

素
な
し
の
ビ
バ
ー
ク
を
強
い
ら
れ
る
ほ

ど
過
酷
で
あ
っ
た
。
テ
レ
ビ
カ
メ
ラ
を

回
し
続
け
た
中
村
進
は
、
最
後
の
１
０

０
い
川
で
力
尽
き
た
も
の
の
、
素
晴
ら
し

い
映
像
を
撮
る
こ
と
が
で
き
た
。

北
壁
で
は
残
念
な
が
ら
雪
崩
で
宇
部

明
君
を
失

っ
て
し
ま
っ
た
の
は
、
痛
恨

の
極
み
で
あ
っ
た
。

開
放
第
１
号
の
栄
誉
を
担

っ
た
登
山

で
あ
っ
た
が
、
日
本
登
山
界
の
面
目
を

保
つ
こ
と
が
で
き
て
安
堵
し
た
。
二
免

を
狙
っ
て
良
か
っ
た
と
思

っ
て
い
る
。

大
き
な
登
山
の
あ
と
脱
力
感
に
と
ら
わ

れ
る
事
が
あ
る
が
、
継
続
こ
そ
大
切
で

あ
る
と
、
帰
国
前
に
北
京
で
、
ナ
ム
チ
　
３

ャ
バ
ル
ワ
峰
と
、
ボ
ゴ
ダ
山
群
の
５
年
　
爾

間
継
続
登
山
の
申
請
を
し
た
。

両
峰
と
も
、
公
式
な
登
山
申
請
は
世

界
で
初
め
て
で
あ
っ
た
。
ナ
ム
チ
ャ
バ

ル
ワ
峰
は
重
廣
た
ち
が
、
ボ
ゴ
ダ
山
群

は
８１
年
か
ら
鹿
野
勝
彦
た
ち
が
登
山
を

展
開
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
大
き
な
成
果
を

上
げ
た
。
よ
き
仲
間
を
育
て
ら
れ
た
の

は
喜
ば
し
い
限
り
だ
。

今
後
、
い
か
な
る
登
山
が
展
開
さ
れ

る
の
か
私
に
は
予
測
も
つ
か
な
い
し
、

語
る
資
格
も
な
い
。
た
だ
、
経
験
や
技

術
は

一
足
飛
び
に
発
展
す
る
も
の
で
は

な
く
、
常
日
頃
の
積
み
重
ね
に
よ
る
も

の
が
大
き
い
と
思
う
。

登山を終え、ベースキャンプで全員の記念撮影をした
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歴

代

の
会

長

が

語

る

、

日

本

山

岳

会

の

あ

り

か

た

１
０
０
周
年
を
迎
え
た
日
本
山
岳
会
。
歴
代
の
会
長
に
、
在
任
当
時

の
思
い
出
と
、
今
後
の
山
岳
会
へ
の
抱
負
を
語

っ
て
も
ら
っ
た
。

ナ
ム
チ
ャ
バ
ル
ワ
登
頂
と

山
岳
研
究
所
建
て
替
え山

田
二
郎

私
が
会
長
を
仰
せ
つ
か
っ
た
１
９
８

９
年
か
ら
４
年
間
の
大
仕
事
と
い
え
ば
、

当
時
、
未
踏
の
最
高
峰
で
あ
っ
た
ナ
ム

チ
ャ
バ
ル
ワ
ヘ
の
日
中
合
同
登
山
と
、

上
高
地
の
山
研
の
建
て
替
え
で
あ
っ
た
。

両
者
と
も
関
係
者
の
尽
力
に
よ
っ
て
仕

上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
、
忘
れ

ら
れ
な
い
思
い
出
で
あ
る
。

ナ
ム
チ
ャ
バ
ル
ワ
で
は
、
大
西
宏
君

を
雪
崩
事
故
で
失

っ
た
こ
と
は
痛
恨
の

極
み
で
あ
る
が
、
粘
り
強
い
隊
員
の
協

力
で
み
ご
と
初
登
項
に
成
功
し
た
。

ま
た
立
派
な
山
研
も
、
多
く
の
会
員

諸
氏
に
利
用
さ
れ
て
い
る
し
、
自
作
の

水
力
発
電
も
、
環
境
保
全
に
か
け
る
会

の

一
事
業
と
し
て
誇
る
べ
き
も
の
で
あ

ス
Ｙ
つ
。

２
度
に
わ
た
る
ナ
ム
チ
ャ
バ
ル
ワ
遠

征
と
山
研
の
再
建
に
は
莫
大
な
資
金
が

必
要
で
、
会
長
と
し
て
心
を
痛
め
た
も

の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
も
会
員

各
位
の
協
力
に
よ
っ
て
な
ん
と
か
集
め

る
こ
と
が
で
き
、
誠
に
あ
り
が
た
い
こ

と
で
あ
っ
た
。

今
年
は
い
よ
い
よ
創
立
１
０
０
年
を

迎
え
る
。
１
０
０
年
の
間
に
は
会
の
草

創
期
か
ら
、
ピ

ッ
ケ
ル
、
ア
イ
ゼ
ン
、

ザ
イ
ル
な
ど
を
使

っ
た
近
代
登
山
技
術

の
導
入
、
マ
ナ
ス
ル
の
成
功
を
導
火
線

と
し
た
国
内
外
で
の
登
山
熱
の
高
ま
り

が
あ
っ
た
。
し
か
し
近
年
は
、
目
を
蔽

う
ば
か
り
の
学
生
山
岳
部
の
衰
退
と
、

対
比
的
に
女
性
を
含
む
中
高
年
登
山
者

の
隆
盛
期
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
。

若
手
会
員
の
育
成
も
重
要
な
課
題
だ
し
、

会
の
運
営
も
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
英
国

型
に
加
え
て
、
ド
イ
ツ
や
ア
メ
リ
カ
の

よ
う
に
間
口
を
広
げ
た
も
の
も
加
え
て

い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

会員番号3473

慶應大学山岳部OB
在任1989～ 1993

豊
富
な
人
材
が
大
き
な
財
産

村
木
潤
次
郎

１０
年
前
の
１０
月
、
日
本
山
岳
会
は
創

立
９０
周
年
の
式
典
を
行
な
っ
た
。
１
０

０
周
年
の
今
年
と
同
じ
よ
う
に
、
同
じ

会
場
で
盛
大
な
催
し
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
そ
の
翌
年
１
９
９
６
年
に
は
、

マ
ナ
ス
ル
登
項
４０
周
年
を
記
念
し
て
、

カ
ト
マ
ン
ズ
で
謝
恩
の
会
を
開
い
た
。

ネ
パ
ー
ル
の
国
と
人
に
感
謝
の
気
持
ち

を
表
わ
す
た
め
の
も
の
で
あ
る
。
最
初

の
入
国
に
あ
た
っ
て
尽
力
し
て
く
れ
た

ク
リ
シ
ュ
ナ

・
バ
ハ
ド
ー
ル

・
ヴ
ァ
ル

マ
氏
を
名
誉
会
員
に
推
し
、
国
王
に
も

お
目
に
か
か
り
、
お
礼
を
述
べ
る
こ
と

が
で
き
た
。
こ
れ
が
ご
縁
と
な
っ
て
、ポ

カ
ラ
山
岳
博
物
館
の
募
金
も
始
ま
っ
た
。

こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
多
く
の
方
の
お

力
添
え
で
で
き
た
こ
と
で
あ
る
が
、
た

ま
た
ま
私
が
会
長
の
時
の
こ
と
で
あ
る
。

そ
し
て
思
う
こ
と
は
、
そ
れ
ら
の
行
事

に
よ
っ
て
会
が
発
展
し
た
り
、
急
に
会

員
が
増
え
た
り
す
る
わ
け
で
は
な
い
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

会員番号3472

早稲田大学山岳部OB
在任1995～ 1997

会
員
と
し
て
過
ご
し
た
５０
数
年
を
振

り
返
る
と
、
貧
し
く
て
会
費
が
な
か
な

か
払
え
な
か
っ
た
２０
代
、
少
し
生
意
気

だ

っ
た
３０
代
、
そ
し
て
壮
年
か
ら
晩
年

を
通
じ
て
こ
の
会
の
魅
力
は
、
事
業
や

組
織
の
力
だ
け
で
は
な
い
と
気
づ
い
た

の
で
あ
る
。
根
、
松
方
、
藤
島
、
日
高

な
ど
の
大
先
輩
と
、
そ
の
裾
野
に
広
が

る
多
く
の
先
輩
方
に
接
す
る
こ
と
の
楽

し
さ
と
、
厳
し
さ
を
あ
り
が
た
く
思
い

出
す
の
で
あ
る
。
た
ま
た
ま
マ
ナ
ス
ル

計
画
が
あ
っ
た
こ
と
も
大
き
な
機
縁
で

は
あ
っ
た
が
、
そ
の
流
れ
の
中
で
の
体

験
が
、
そ
の
後
の
人
生
の
大
き
な
糧
に

な
っ
た
と
い
え
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
４

華
や
か
な
イ
ベ
ン
ト
や
、
会
員
の
増
　
購

加
な
ど
、
経
済
効
果
ば
か
り
が
会
の
繁

栄
の
証
で
は
な
い
よ
う
に
思
え
る
の
だ

が
、
い
か
が
で
あ
ろ
う
か
。

晩
餐
会
と
海
外
遠
征

齋
藤
惇
生

１
９
９
７
年
の
新
入
会
員
の
平
均
年

齢
は
５６
～
５７
歳
だ

っ
た
。
こ
れ
は
、
会

会員番号5373

京都大学山岳部OB
在任1997～ 1999
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員
の
平
均
年
齢
と
ま

っ
た
く
同
じ
で
、

以
後
の
会
員
の
高
齢
化
が
予
測
さ
れ
た
。

９７
年
に
は
、
支
部
創
立
５０
周
年
を
福

島
、
石
川
、
山
梨
の
各
支
部
が
、

９８
年

に
は
富
山
が
迎
え
た
。

９７
年
Ｈ
月
、
待

望
久
し
か
っ
た
広
島
支
部
が
誕
生
し
た

の
は
大
き
な
喜
び
で
あ
っ
た
。

９７
年
晩
餐
会
で
は
、
１
９
２
５
年
に

槙
有
恒
隊
が
ア
ル
バ
ー
タ
峰
に
初
登
項

し
た
時
、
頂
上
に
残
し
た
ピ

ッ
ケ
ル
の

上
部
と
下
部
を
、
モ
ー
テ
ィ
ア
カ
ナ
ダ

山
岳
会
会
長
と
長
野
の
原
会
員
が
壇
上

に
て
ピ

ッ
タ
リ
合
体
さ
せ
、
感
動
の
拍

手
が
わ
い
た
。

９８
年
晩
餐
会
で
は
、
秩
父
宮
記
念
山

岳
賞
の
第
１
回
授
賞
が
行
な
わ
れ
た
。

薬
師
義
美
会
員
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
文
献
目
録

と
、
三
枝
礼
子
会
員
の
ネ
パ
ー
ル
語
辞

典
が
選
ば
れ
た
。

登
山
隊
で
は
、

９７
年
、
東
海
支
部
の

Ｋ
２
西
壁
の
見
事
な
初
登
攀
、
雪
崩
で

撤
退
は
し
た
が
青
年
部
の
ダ
ウ
ラ
ギ
リ

ー
峰
の
ペ
ア
ー
ル
ー
ト
が
、

９８
年
に
は

無
酸
素

・
シ
ェ
ル
パ
レ
ス
の
青
年
部
の

野
心
的
な
カ
ン
チ
ェ
ン
ジ
ュ
ン
ガ
挑
戦

が
あ
っ
た
。
学
生
部
は
７
人
を
ブ
ー
タ

ン
に
派
遣
し
、

９８
年
秋
に
は
ガ
ン
ケ
ル
・

プ
ン
ズ
ム
を
チ
ベ
ッ
ト
側
よ
り
偵
察
し

た
。ネ

パ
ー
ル
の
国
際
山
岳
博
物
館
の
建

設
支
援
に
会
員
よ
り
多
額
の
募
金
を
い

た
だ
い
た
。

会
は
１
０
０
周
年
を
迎
え
た
。
登
山

界
の
高
齢
化
対
策
は
必
須
の
こ
と
だ
が
、

常
に
山
に
登
る
こ
と
で
存
在
意
識
を
持

つ
集
団
で
あ
る
こ
と
を
、
こ
れ
か
ら
も

忘
れ
な
い
よ
う
に
し
た
い
。

会
長
職
を
振
り
返

っ
て大

塚
博
美

１
９
９
６
年
の
青
年
部
１０
大
学
に
よ

る
Ｋ
２
登
山
、

９９
年
の
ガ
ン
ケ
ル

・
プ

ン
ズ
ム
登
山
計
画
頓
挫
後
リ
ャ
ン
カ

ン

・
カ
ン
リ
代
替
登
山
実
施
に
至
る
執

行
部
内
で
の
幹
部
と
若
手
と
の
軋
礫
を

背
景
と
し
て
、
私
は
会
長
に
選
出
さ
れ

た
。私

は
会
長
就
任
以
来
、
ク
ラ
ブ
サ
ー

バ
ン
ト
と
し
て
全
国
の
支
部
総
会
に
参

加
し
、
で
き
る
限
り
多
く
の
会
員
か
ら

生
の
声
を
聞
く
こ
と
に
努
め
た
。　
一
方
、

１
０
０
周
年
記
念
事
業
の
土
台
作
り
、

さ
ら
に
は
若
手
の
登
山
へ
の
取
り
組
み

を
最
大
限
尊
重
す
る
よ
う
腐
心
し
た
。

会員番号3514

明治大学山岳部OB
在任1999～ 2003

創
立
１
０
０
周
年
を
迎
え
る
日
本
山

岳
会
の
歴
史
を
振
り
返
る
と
、
登
山
歴

の
浅
い
中
高
年
の
会
員
数
の
増
加
な
ど
、

か
つ
て
と
は
会
を
取
り
巻
く
環
境
が
大

き
く
異
な
っ
て
き
て
い
た
。
ど
う
す
れ

ば
６
０
０
０
名
の
会
員
の
ニ
ー
ズ
に
応

え
ら
れ
る
か
。
ま
た
、
次
世
代
の
登
山

界
を
担
う
若
手
の
会
離
れ
を
防
ぎ
、
登

山
に
対
す
る
熱
意
を
支
援
す
る
受
け
皿

と
し
て
用
意
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。

日
本
山
岳
会
は
、
戦
前
の
上
流
階
級

の
サ
ロ
ン
か
ら
、
戦
後
の
大
学
山
岳
部

主
体
の
登
山
活
動
、
そ
の
後
の
大
衆
化

へ
と
そ
の
性
質
を
変
容
さ
せ
つ
つ
、
歴

史
を
重
ね
伝
統
を
構
築
し
て
き
た
。

日
本
山
岳
会
も
社
会
の
変
化
と
無
関

係
で
は
い
ら
れ
な
い
以
上
、
昨
今
の
会

の
変
容
は
不
可
避
の
事
態
で
あ
ろ
う
。

し
た
が
っ
て
、
こ
の
流
れ
に
あ
ら
が
う

こ
と
な
く
、
当
面
は

「楽
し
い
ク
ラ
ブ

ラ
イ
フ
」
の
醸
成
に
努
め
る
し
か
あ
る

ま
い
。
そ
の
よ
う
な
中
で
も
、
若
手
の

登
山
活
動
の
支
援
に
役
立
つ
こ
と
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

１
０
０
周
年
を
迎
え
て

平
山
善
吉

（現
会
長
）

日
本
山
岳
会
の
現
状
を
見
る
と
、
そ

の
環
境
は
社
会
の
変
化
と
共
に
大
き
く

変
化
し
て
い
る
。
特
に
、
会
員
数
の
減

少
と
高
齢
化
に
は
目
を
見
張
る
も
の
が

あ
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
諸
現
象
は
、

避
け
て
通
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。

そ
う
し
た
中
で
、
た
だ
単
に
若
返
り

と
か
、
会
員
の
増
加
と
か
、
あ
る
い
は

か
つ
て
の
よ
う
な
ヒ
マ
ラ
ヤ
高
所
登
山

と
い
う
の
は
、
議
論
と
し
て
は
楽
し
い

か
も
知
れ
な
い
が
、
こ
れ
だ
け
が
日
本

山
岳
会
の
目
指
す
道
で
は
な
い
で
あ
る

う

。か
つ
て
の
よ
う
な
大
規
模
な
登
山
隊

を
派
遣
す
る
時
代
は
終
わ
っ
た
と
思
う
。

会
員
の
企
画
に
よ
る
パ
イ
オ
ニ
ア
と
し

て
の
隊
に
は
大
小
を
問
わ
ず
、
本
会
の
　
５

持
て
る
ノ
ウ
ハ
ウ
を
提
供
し
た
い
と
思
　
爾

っ
て
い
る
。
世
界
に
は
、
ま
だ
未
知
の

地
域
も
未
踏
の
項
も
数
多
く
あ
る
。

ま
た
、
若
者
離
れ
や
、
会
員
の
減
少

に
対
し
て
は
、
ま
だ
具
体
的
な
対
策
も

見
あ
た
ら
ず
、
止
め
る
こ
と
は
容
易
で

は
な
い
。
現
状
で
精

一
杯
頑
張
り
、
楽

し
い
山
登
り
を
奨
励
し
、
活
気
に
満
ち

た
会
で
あ
れ
ば
、
必
ず
若
者
も
、
入
会

者
も
増
え
る
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
る
。

私
は
、
こ
の
１
０
０
周
年
の
後
に
来

る
時
代
の
た
め
に
組
織
を
改
革
し
て
活

性
化
を
図
り
、
次
に
、
本
会
の
本
来
の

姿
で
あ
る
ク
ラ
ブ
ラ
イ
フ
を
楽
し
め
る

楽
し
い
会
に
し
た
い
と
思

っ
て
い
る
。



渡
辺
兵
力
名
誉
会
長

追
悼
の
記

2005年 9月 6日 没

享年91歳
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成
瞑
高
校
時
代

の
渡
辺
兵
力
君

三
枝
守
維

私
と
渡
辺
兵
力
君
と
は
、
小
学
校
３

年
の
２
学
期
か
ら
高
校
を
卒
業
す
る
ま

で
、
７
年
制
の
成
膜
高
校
で
同
じ
ク
ラ

ス
で
過
ご
し
た
。
彼
は
す
で
に
小
学
校

の
時
に
小
槍
の
項
上
に
立
ち
、
ス
キ
ー

も
２
年
生
の
時
か
ら
始
め
て
い
る
な
ど
、

尋
常
科

（現
中
学
）
で
は
山
仲
間
の
兄

貴
分
で
あ
っ
た
。

以
下
、
山
と
ス
キ
ー
に
つ
い
て
あ
ま

り
知
ら
れ
て
い
な
い
事
を
記
し
て
、
彼

の
山
男
の

一
端
を
紹
介
し
て
偲
び
た
い

と
思
う
。

昭
和
８
年
１２
月
２９
日
、
高
木
正
孝
と

二
人
で

一
ノ
倉
の
奥
壁
を
登
り
、
帰
り

の
ル
ー
ト
を
誤
り
、
幽
ノ
沢
の
左
俣
で

深
夜
、
雪
崩
に
襲
わ
れ
て
し
ま
っ
た
。

沢
の
下
流
に
飛
ば
さ
れ
た
も
の
の
、
奇

跡
的
に
助
か
っ
た
こ
と
を
、
ご
存
知
の

方
は
多
い
と
思
う
。
事
は
そ
の
あ
と
で

起
こ
っ
た
。
３
学
期
の
始
ま
っ
た
数
日

後
、
授
業
中
に
足
の
指
先
が
痛
み
出
し
、

相
談
を
受
け
た
。
あ
れ
こ
れ
話
し
合

っ

た
後
、
慶
応
病
院
に
入
院
し
た
。
原
因

は
乾
燥
凍
傷
で
あ
っ
た
。
二
人
が
虹
芝

寮
に
辿
り
着
い
た
時
は
、
高
木
の
足
は

変
色
し
、
す
ぐ
雪
で
摩
擦
し
た
が
、
渡

辺
の
足
に
は
何
ら
異
常
は
認
め
ら
れ
な

か
っ
た
。
彼
の
靴
は
新
品
で
、
足
は
乾

い
て
い
た
か
ら
だ
。
私
は
乾
燥
凍
傷
の

恐
ろ
し
さ
を
初
め
て
知

っ
た
。
こ
の
こ

と
は
満
州
北
部
で
の
兵
隊
の
凍
傷
予
防

に
大
変
役
に
立

っ
た
。

こ
れ
も
多
く
の
方
が
ご
承
知
の
、
渡

辺
、
高
本
文

一
（正
孝
の
兄
）
の

一
ノ
倉

沢
滝
沢
登
攀
の
後
の
こ
と
で
あ
る
。
オ

ー
バ
ー
ハ
ン
グ
で
ザ
イ
ル
が
引

っ
か
か

り
、
上
の
高
木
が
動
け
な
く
な
っ
た
。

彼
は
ハ
ン
グ
の
下
ま
で
登
り
、
ザ
イ
ル

を
直
そ
う
と
し
た
。
そ
の
時
、
支
点
の

ピ
ト
ン
が
抜
け
て
、
墜
落
、
奇
跡
的
に

ザ
イ
ル
が
延
び
切
る
前
に
小
さ
な
テ
ラ

ス
で
止
ま
り
、
無
事
登
攀
を
続
け
、
虹

芝
寮
に
も
ど

っ
た
。
こ
れ
は
入
院
し
た

年
の
８
月
６
日
の
事
で
あ
る
。

翌
朝
、
彼
は
背
中
が
痛
い
と
言
い
出

し
、
様
子
を
見
て
い
た
が
回
復
し
な
い

の
で

一
緒
に
帰
京
し
、
す
ぐ
病
院
に
行

く
よ
う
勧
め
た
が
、
彼
は
ま
た
か
と
渋

っ
て
い
た
。
そ
の
翌
朝
、
「泳
げ
ば
治
る

か
も
し
れ
な
い
か
ら
片
瀬
に
行
く
」
と

電
話
が
あ
っ
た
。
本
当
に
大
丈
夫
か
と

心
配
で
あ
っ
た
。
夕
方
、
再
び
電
話
が

あ
り
、
「痛
く
て
泳
ぐ
ど
こ
ろ
で
は
な
い

か
ら
、
明
日
、
慶
応
病
院
に
行
く
」
と

言

っ
て
き
た
。
彼
は
約
ｌ
ヶ
月
入
院
し
、

退
院
後
も
年
内
は
ギ
ブ
ス
を
付
け
て
通

学
し
て
い
た
。
そ
し
て
虹
芝
寮
に
翌
１０

年
１
月
４
日
に
１
泊
で
現
わ
れ
、
３
月

に
は
重
い
荷
を
背
負

っ
て
、
尾
瀬
ヶ
原

東
電
小
屋
の
合
宿
に
参
加
し
た
。

小
学
校
３
年
か
ら
の
長
い
つ
き
合
い

で
ス
キ
ー
の
こ
と
、
例
え
ば
シ
ュ
ナ
イ

ダ
ー
の
ス
キ
ー
を
参
考
に
好
日
山
荘
の

海
野
治
良
さ
ん
と
相
談
し
な
が
ら
、
ま

だ
日
本
に
は
無
か
っ
た
ス
キ
ー
の
エ
ッ

ジ
を
付
け
、
回
転
に
は
靴
の
踵
が
上
が

ら
な
い
方
が
良
い
等
と
、
い
ろ
い
ろ
と

工
夫
し
た
の
も
、
彼
が
中
心
で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
こ
と
は
ど
れ
も
虹
芝
寮
建
設

（昭
和
７
年
）
の
頃
で
、
思
い
出
は
つ
き

な
い
が
、
兵
力
と
言
え
ば
、
い
つ
も
思

い
出
す
の
は
こ
の
２
件
で
あ
る
。

線

渡
辺
兵
力

さ
ん
の
想

い
出磯

野
剛
太

渡
辺
兵
力
さ
ん
と
の
出
会
い
は
、
１

９
７
５
年
の
春
、
ナ
ン
ダ

・
デ
ヴ
ィ
登

山
隊
の
準
備
会
が
谷
川
岳
の
虹
芝
寮
で

あ
っ
た
時
で
あ
る
。
勿
論
、
兵
力
さ
ん

と
高
木
正
孝
さ
ん
の
、
冬
季

一
ノ
倉
沢

ニ
ル
ン
ゼ
か
ら
ザ
ッ
テ
ル
越
え
の
登
攀

は
、
神
話
の
よ
う
に
記
憶
し
て
い
た
。

幽
ノ
沢
大
滝
上
に
ビ
バ
ー
ク
し
て
、
雪

崩
と
と
も
に
滑
り
下
り
て
き
た
と
い
う

幻
想
的
な
情
景
は
、
若
干
２０
歳
の
私
だ

け
で
な
く
、
谷
川
岳
の
冬
季
登
攀
を
目

指
す
者
に
と
っ
て
の
神
話
で
あ
っ
た
。

ナ
ン
ダ

・
デ
ヴ
ィ
登
山
隊
隊
長
の
鹿
　
６

野
勝
彦
さ
ん
は
、
兵
力
さ
ん
の
東
京
大
　
轟

学
の
後
輩
、
私
は
鹿
野
さ
ん
の
高
校
の

後
輩
で
あ
っ
た
。
こ
の
登
山
隊
は
当
時

の
登
山
界
で
は
珍
し
く
、
大
学
山
岳
部

の
Ｏ
Ｂ
と
、
第
二
次
Ｒ
Ｃ
Ｃ
系
の
ク
ラ

イ
マ
ー
が
隊
員
と
し
て
融
合
し
た
も
の

だ
っ
た
。
明
治
大
学
炉
辺
会
の
ホ
ー
プ

で
あ
っ
た
長
谷
川
良
典
さ
ん
と
、
高
見

和
成
さ
ん
な
ど
と
い
う
組
み
合
わ
せ
は
、

想
像
で
き
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
森

田
勝
、
加
藤
保
男
、
重
廣
恒
夫
、
鴫
満

則
と
い
っ
た
強
者
を
率
い
る
に
あ
た
り
、

兵
力
さ
ん
を
総
隊
長
と
し
て
担
い
だ
の

は
、
ア
ル
ピ
ニ
ズ
ム
を
共
感
で
き
た
か

ら
と
も
言
え
そ
う
で
あ
る
。



１
０
０
周
年
記
念
事
業

会
員
募
金
並
び
に
有
志
募
金
の
御
礼
と
こ
報
告
０

募
金
委
員
会

左
記
の
大
学
、
企
業
、
会
員
よ
り
募

金
を
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。
大
学

名
、
企
業
名
、
お
名
前
を
掲
載
し
御
礼

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

１
。
大
学
募
金

（１
校
）

法
政
大
学

２
．
企
業
募
金

（２３
社
）

関
西
電
力
的
、
住
友
信
託
銀
行
的
、
閉

三
井
住
友
銀
行
、
住
友
生
命
保
険
相
互

会
社
、
三
井
住
友
海
上
火
災
保
険
ｍ
、

住
友
商
事
的
、
住
友
不
動
産
ｍ
、
住
友

重
機
械
工
業
い
、
住
友
林
業
的
、
住
友

大
阪
セ
メ
ン
ト
的
、
住
友
ベ
ー
ク
ラ
イ

ト
ｍ
、
船
住
友
倉
庫
、
住
友
ゴ
ム
エ
業

的
、
日
本
電
気
い
、
住
友
電
気
工
業
閉
、

住
友
金
属
鉱
山
的
、
住
友
化
学
い
、
住

友
金
属
工
業
的
、
日
本
板
硝
子
帥
、
住

友
軽
金
属
工
業
ｍ
、
鳥
よ
し
パ
ー
テ
ィ
、

加
賀
重
量
同
、
浜
幼
稚
園

３
．
有
志
募
金
お
よ
び
会
員
募
金

〈有
志
募
金
〉

５
万
円
以
上

（４
名
）

斉
藤
健

一
、
早
田
道
治
、
千
石
信
夫
、

工
藤
文
昭

３
万
円
以
上

（２
名
）

中
世
古
直
子
、
坂
本
観
晃

１
万
円
以
上

（Ｈ
名
）

浅
山
貞
郎
、
長
岩
嘉
悦
、
大
西
康
郎
、

石
橋
正
美
、
米
本
隆
夫
、
五
月
女
進

一
、

滝
澤
ち
よ
子
、
副
島

一
義
、
上
幸
雄
、

茨
木
岳
人
、
横
山
駒
子

〈△
〓
目貝
糞
″〈王
〉

９
干
円

（２３
名
）

岳
蜂
会
、
篠
田

一
郎
、
進
藤
昭
、
桑
田

結
、
小
島
守
夫
、
八
幡
浩
、
佐
々
木
皓

人
、
高
倉
信
孝
、
横
田
春
雄
、
粕
谷
俊

矩
、
茅
野
忠
幸
、
桑
原

一
郎
、
山
本
恭

二
郎
、
平
井
順
子
、
舟
根
章
、
宮
前
庄

三
、
林

一
美
、
宮
崎
清
之
、
山
田
明
美
、

小
林
二
三
子
、
堅
田
政
孝
、
川
村
利
子
、

是
枝
平
八
郎

（敬
称
略
、
９
月
末
現
在
）
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今
年
も

嗜
ｒ
Ｌ
ＥＷ
Ｌ

で
会

い
ま
し
ょ
う

そ
し
て
こ
の
仲
間
達
は
、
毎
年
、
兵

力
さ
ん
得
意
の
ス
キ
ー
行
を
共
に
し
、

夜
は
、
兵
力
さ
ん
の
毒
舌
を
聞
く
の
を

楽
し
み
に
し
て
い
た
。

当
時
の
体
育
会
的
な
山
登
り
に
興
味

の
な
か
っ
た

「大
正
人
」
兵
力
さ
ん
に

と
っ
て
、
こ
の
若
い
仲
間
達
と
の
交
友

は
、
登
攀
大
好
き
だ

っ
た
青
春
時
代
を

呼
び
覚
ま
す
に
は
十
分
だ

っ
た
よ
う
で
、

日
本
山
岳
会
に
も
自
ら
復
会
し
、
そ
の

後
の
１
９
８
０
年
の
チ
ョ
モ
ラ
ン
マ
登

山
隊
へ
と
続
い
た
。

残
念
な
が
ら
ご
本
人
は
、
神
の
峰
ナ

ン
ダ

・
デ
ヴ
ィ
の
現
地
に
は
行
け
な
か

っ
た
が
、
そ
の
翌
年
初
秋
に
、
私
は
６３

歳
の
兵
力
さ
ん
と
ザ
イ
ル
を
結
び
、
加

藤
保
男
、梶
正
彦
、小
原
俊
と
い
う
面
々

と
と
も
に
、

４５
年
振
り
の
ニ
ル
ン
ゼ
か

ら
ザ
ッ
テ
ル
越
え
を
や
っ
た
。

思
わ
ぬ
大
雷
雨
に
広
河
原
の
テ
ラ
ス

で
ビ
バ
ー
ク
を
し
、
兵
力
さ
ん
持
参
の

ブ
ラ
ン
デ
ー
で
乾
杯
し
、
花
火
を
打
ち

上
げ
た
楽
し
い

一
夜
を
、
つ
い
こ
の
間

の
こ
と
の
よ
う
に
思
い
出
す
。

１７
歳
で
仲
間
と
山
小
屋
を
建
設
し
、

ア
ル
ピ
ニ
ズ
ム
を
追
求
す
る
こ
と
か
ら

小
屋
掃
除
の
こ
と
ま
で
、
山
登
り
の
個

人
主
義
と
自
己
責
任
を
言
い
切
れ
る
、

傍
目
に
も
幸
せ
な
兵
力
さ
ん
の
生
き
ざ

ま
だ

っ
た
。

山
岳
会
１
０
０
周
年
に
、
最
も

「価

値
自
由
な
」
山
岳
会
ら
し
い
人
が
逝

っ

て
し
ま

っ
た
。

渡
辺
兵
力
（１
９
１
４
～
２
０
０
５
）

東
京
大
学
ス
キ
ー
山
岳
部
Ｏ
Ｂ
。
成

曖
踏
高
会
会
員
。
１
９
３
３
年
、
谷

川
岳

一
ノ
倉
奥
壁
積
雪
期
初
登
攀
。

５６
年
、
第
１
次
南
極
観
測
隊
に
参
加
。

６３
年
、
東
大
カ
ラ
コ
ル
ム
登
山
隊
に

副
隊
長
と
し
て
参
加
。

７６
年
、
日
本

山
岳
会
ナ
ン
ダ

・
デ
ヴ
ィ
登
山
隊
に

総
隊
長
と
し
て
参
画
。

８０
年
、
チ
ョ

モ
ラ
ン
マ
登
山
隊
で
は
、
登
山
隊
長

と
し
て
指
揮
を
と
る
。
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自
然
保
護
委
員
会
後
援

フ
ォ
ー
ラ
ム
Ｉ
Ｎ
花
巻
・遠
野

１９
年
目
を
迎
え
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、

８
月
１９
日
０
～
２１
日
０
、
岩
手
県
で
開

催
さ
れ
た

（参
加
者
１
２
５
名
）
。

初
日
は
、
花
巻
農
業
高
校
の
校
庭
に

移
築
さ
れ
た
宮
澤
賢
治
の
家
に
集
合
。

芝
生
の
丘
を
舞
台
に
し
た
音
楽
と
演
劇

「お
き
な
ぐ
さ
」
（賢
治
作
）
を
楽
し
ん
だ
。

圧
巻
は
農
高
生
に
よ
る

「鹿
踊
り
」
。

激
し
い
振
り
を
繰
り
返
す
踊
り
だ
が
、

か
ぶ
り
も
の
を
脱
い
だ
顔
は
、
か
わ
い

ら
し
い
女
生
徒
た
ち
だ

っ
た
。

夜
、
渡
り
温
泉
の
宿
で
、
松
本
浩
男

氏
に
よ
る

「柳
田
国
男
と
父
と
の
か
か

わ
り
」
と
題
し
た
講
演
が
あ
っ
た
。
氏

の
父

・
松
本
信
廣
慶
大
名
誉
教
授

（故

人
）
は
、
大
学
山
岳
部
時
代
に
柳
田
国

男
宅
に
講
演
依
頼
に
訪
れ
た
。
そ
れ
が

縁
と
な
り
、
遠
野
へ
も
同
行
し
た
。
後

に
民
俗
学

（柳
田
）
か
ら
民
族
学

（松

本
）
へ
と
学
風
は
変
わ

っ
て
も
、
生
涯

に
わ
た
り
そ
の
師
弟
関
係
を
持
ち
続
け

た
と
い
う
。

２
日
目
は
、
早
池
峰
山
登
山

（リ
ー

ダ
ー

・
地
元
森
の
ア
ト
リ
エ
）
、
八
幡
平

散
策

（山
の
自
然
学
研
究
会
）
、
遠
野
周

遊

（フ
ォ
ー
ラ
ム
ー
Ｎ
）
と
３
班
に
分

か
れ
て
行
動
し
た
。
早
池
峰
山
へ
の
集

中
を
避
け
、
体
力
、
年
齢
に
合
わ
せ
て

う
ま
く
分
散
さ
れ
た
。
天
候
に
も
恵
ま

れ
て
、
好
評
の
う
ち
に
目
的
を
達
す
る

こ
と
が
で
き
た
。

会
食
時
に
は

「森
謡
会
」
に
よ
る
東

北
民
謡
の
数
々
が
披
露
さ
れ
た
。
メ
ン

バ
ー
に
東
北
出
身
者
が
多
く
、
歌
に
懐

郷
の
思
い
が
感
じ
ら
れ
た
。
に
わ
か
仕

立
て
の

「大
漁
唄
い
込
み
」
舞
踊
団
も

繰
り
出
し
て
喝
采
を
浴
び
た
。

食
後
は
、
戦
後
こ
の
地
で
厳
し
い
内

「¬軍
ト

懸爾轟轟
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日本山岳会の各委員会、

同好会の活動報告です
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替
'1・

＼

宮澤賢治ゆかりの花巻農高生による鹿踊り 撮影=大山恭司

省
の
生
活
を
お
く
っ
た
高
村
光
太
郎
を

テ
ー
マ
に

「光
太
郎
の
戦
争
詩
と
私
」

と
題
し
て
安
在
孝
夫

（詩
人
）
氏
に
話

し
て
い
た
だ
い
た
。
最
後
は
、
東
京
イ

ン
タ
ー
ア
ー
ツ
に
よ
る
演
奏
。
「あ
れ
が

阿
多
々
羅
山
、
あ
の
光
る
の
が
阿
武
隈

川
」
（樹
下
の
二
人
）
を
含
む
組
曲

『智

恵
子
抄
』
の
熱
唱
に
聴
き
入
っ
た
。

３
日
日
、
緑
濃
い
高
村
光
太
郎
山
荘

や
、
人
で
賑
わ
う
宮
澤
賢
治
記
念
館
を

訪
ね
、
童
話
村
で
開
催
中
の
市
主
催
賢

治
祭
に
参
加
協
力
し
た
劇
団
芸
協
に
よ

る

『注
文
の
多
い
料
理
店
』
を
観
た
あ

と
散
会
し
た
。

花
巻
市
、
遠
野
市
は
じ
め
地
元
の

方
々
と
、
各
後
援
団
体
の
ご
協
力
に
感

謝
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
（近
藤

緑
）

気
象
講
座

「自
馬
岳
と
周
辺

の
夏
山
気
象
」

２
０
０
１
年
夏

（７
月
後
半
か
ら
８

月
）
か
ら
白
馬
山
荘
に
常
駐
し
て
、
天

気
相
談
を
行
な
っ
て
い
る
城
所
邦
夫
会

員
に
、
白
馬
岳
と
そ
の
周
辺
の
気
象
に

つ
い
て
話
を
聞
い
た
。

日
本
海
に
低
気
圧
や
前
線
が
あ
る
場

合
、
北
緯
４５
度
の
位
置
が
目
安
と
な
る
。

こ
れ
よ
り
北
の
場
合
は
、
そ
の
影
響
を

受
け
る
こ
と
は
少
な
く
、
早
朝
よ
り
晴

れ
て
日
中
は
ガ
ス
が
か
か
る
が
、
夕
方

に
は
と
れ
る
。
し
か
し
、午
後
に
は
時
々
　
８

通
り
雷
雨
も
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
爾

低
気
圧
や
前
線
が
南
に
位
置
し
て
い

る
場
合
、
太
平
洋
高
気
圧
の
張
り
出
し

が
弱
く
、
日
本
海
の
天
気
は
良
い
。
朝

は
風
が
強
く
霧
で
あ
る
が
、
日
中
は
晴

れ
時
々
霧
と
な
る
。
こ
の
よ
う
な
天
気

の
状
態
は
、
東
北
南
部
の
山
に
も
共
通

し
て
い
る
。

発
達
し
た
低
気
圧
の
東
進
や
寒
冷
前

線
の
南
下
の
場
合
、
平
地
で
の
予
報
は

曇
り
の
こ
と
が
多
い
が
、
白
馬
で
は
西

よ
り
の
風
が
強
く
、
終
日
霧
と
雨
で
、

時
に
雷
雨
を
伴
う
。

低
気
圧
や
前
線
の
通
過
後
、
山
麓
か

ら
見
る
と
稜
線
に
は
雲
が
か
か
っ
て
い

響̈
撚
朧
辮
辮
一鸞
岬一螂一　
　
　
　
　
¨
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る
が
、
平
地
の
天
気
は
す
で
に
回
復
し

て
い
る
。
そ
れ
で
も
、
山
で
は
ガ
ス
が

と
れ
ず
、
回
復
は
半
日
か
ら
１
日
遅
れ

る
。雷

雨
に
つ
い
て
は
、
寒
冷
前
線
通
過

時
を
除
く
と
、
ほ
と
ん
ど
は
通
り
雷
雨

で
あ
る
。
雷
雨
の
発
生
地
域
は
①
鍛

・

立
山
方
面
、
②
志
賀
高
原
、
長
野
盆
地

方
面
、
③
松
本
盆
地
方
面
に
大
別
で
き

る
。
白
馬
周
辺
に
接
近
す
る
雷
雨
は
ほ

と
ん
ど
が
①
で
、
時
に
②
も
あ
る
が
、

こ
の
場
合
は
優
勢
と
な
る
。

太
平
洋
高
気
圧
の
張
り
出
し
が
強
い

と
、
朝
夕
は
下
界
の
雲
海
が
発
達
し
、

日
中
は
積
雲
に
覆
わ
れ
、
晴
れ
時
々
霧

と
な
る
。
午
後
は
、
に
わ
か
雨
や
雷
雨

が
あ
る
。
日
中
の
霧
の
か
か
り
方
は
２

種
類
で
、
黒
部
川
か
ら
の
霧
は
長
く
続

く
傾
向
に
あ
る
が
、
安
曇
野
方
面
か
ら

の
霧
は
時
々
か
か
る
程
度
で
、
稜
線
付

近
で
は
旗
雲
と
な
っ
て
東
方
へ
流
れ
る
。

太
平
洋
高
気
圧
の
勢
力
が
強
い
と
、

日
本
海
方
面
の
低
気
圧
や
前
線
は
北
上

し
、
西
よ
り
の
風
が
強
く
晴
れ
と
な
り
、

黒
部
川
方
面
へ
の
霧
も
か
か
ら
な
い
。

最
後
に
、
昨
年
７
月
３１
日
か
ら
８
月

１６
日
ま
で
の
天
気
図
と
、
雲
の
写
真
か

ら
天
気
の
動
き
が
示
さ
れ
た
。
そ
の
中

で
、
降
雨
中
に
杓
子
、
鑓
、
毛
勝
、
能

登
半
島
な
ど
が
い
つ
も
よ
り
大
き
く
見

え
る
天
気
不
安
定
に
よ
る
「異
常
視
界
」

が
印
象
的
で
あ
っ
た
。
（７
月
２１
日
に
行

な
わ
れ
た
講
座
よ
り
）
　

（北
野
忠
彦
）

立
山
薬
師
氷
河
地
形
調
査
山
行

立
山
連
峰
の
氷
河
地
形
を
昨
年
に
引

き
続
き
調
査

・
研
修
し
、
自
然
へ
の
理

解
を
深
め
る
と
し
て
、
今
年
は
太
郎
平

か
ら
山
に
入
っ
た
。

太
郎
平
尾
根
は
登
山
道
の
荒
廃
が
は

な
は
だ
し
か
っ
た
が

（当
会
研
究
報
告

書
第
２
号
参
照
）
、
昨
年
、
そ
の
補
修
が

県
に
よ
り
な
さ
れ
た
。
何
年
か
た
っ
て

植
生
が
回
復
す
る
こ
と
を
願
う
。

調
査
隊
参
加
者
６
名
は
、
薬
師
岳
ヘ

向
か
う
。
分
岐
か
ら
、
愛
知
大
の
大
量

遭
難
で
有
名
な
東
南
稜
を
慎
重
に
下
る
。

薬
師
三
大
カ
ー
ル
の
ひ
と
つ
で
あ
る
南

稜
カ
ー
ル
を
観
察
す
る
た
め
で
あ
る
。

台
風
１４
号
が
近
づ
い
て
は
い
た
が
、

幸
い
に
も
天
気
に
恵
ま
れ
、
薬
師
三
大

カ
ー
ル
を
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
こ
か
ら
地
層
帯
が
め
ま
ぐ
る
し
く

変
わ
る
。
重
い
荷
物
を
担
ぎ
、
地
質
図

と
岩
石
の
記
録
写
真
を
熱
心
に
撮
り
な

が
ら
、
ス
ゴ
乗
越
小
屋
に
着
く
。

越
中
沢
岳
を
過
ぎ
、
縦
走
も
３
日
目

と
な
り
、
そ
ろ
そ
ろ
疲
れ
が
出
た
頃
、

日本山岳会創立百周年記念出版
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鳶
岳
項
上
に
立
つ
。
こ
こ
か
ら
は
周
氷

河
斜
面
の
五
色
ヶ
原
も
展
望
で
き
、
氷

河
地
形
探
勝
の
目
的
が
達
せ
ら
れ
た
。

４
日
日
は
台
風
の
影
響
で
雨
と
な
り
、

立
山
火
山
の
大
爆
発
跡
に
凄
味
を
感
じ

な
が
ら
、
峨
々
と
し
た
大
岩
の
項

・
岩

屑
の
岩
稜
を
急
登
降
す
る
。
龍
王
岳
か

ら
、
な
だ
ら
か
な
立
山
カ
ー
ル
群
を
見

た
と
き
は
ほ
っ
と
し
た
。
雨
の
た
め
縦

走
登
山
は

一
ノ
越
で
中
止
し
て
、
み
く

り
が
池
温
泉
に
下

っ
た
。

３
年
間
に
わ
た
る
立
山
地
域
カ
ー
ル

群
の
研
修

・
北
ア
縦
走
の
氷
河
地
形
探

勝
記
等
は
、
前
述

「研
究
報
告
書
第
５

号
」
に
発
表
の
予
定
で
あ
る
。
（船
橋

明
）
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表
現
さ
れ
て
い
る
。
③
見
や
す
く
分
か

り
や
す
い
。
④
現
場
で
す
ぐ
使
え
る
と

い
う
も
の
。

特
徴
は
、
登
山
の
現
場
で
使
う
こ
と

を
想
定
し
て
い
る
の
で
、
ど
こ
か
ら
で

も
読
め
、
役
に
立
つ
リ
ス
ト
や
デ
ー
タ
、

「緊
急
連
絡
先
メ
モ
カ
ー
ド
」
な
ど
を
掲

載
し
て
い
る
。

第
１
章
は
山
の
ケ
ガ
、第
２
章
は

山

の
病
気
、
第
３
章
は

山
行
形
態
別
山
の

ケ
ガ
と
病
気
、
第
４
章
は

セ
ル
フ
・
レ

ス
キ
ュ
ー
、
第
５
章
は
山
行
前
の
準
備

と
章
分
け
さ
れ
て
い
る
。

１
章
で
は
擦
り
傷
、
切
り
傷
、
刺
し

傷
、
骨
折
、
膝
の
関
節
痛
な
ど
１９
項
目

に
つ
い
て
、
治
療
の
原
則
と
応
急
処
置

の
実
践
方
法
。

２
章
で
は
風
邪
、
熱
中
症
、
脱
水
症

な
ど
１６
項
目
に
つ
い
て
、
医
学
的
解
説

と
と
も
に
養
生
の
仕
方
や
応
急
処
置
法

に
つ
い
て
。

３
章
で
は
夏
山
の
日
焼
け
や
雪
山
で

の
低
体
温
症
、
高
山
病
な
ど
の
対
処
方

法
。４

章
で
は
緊
急
度
の
チ
ェ
ッ
ク
法
、

心
肺
蘇
生
の
手
順
、
止
血
法
、
気
道
確

保
、
人
工
呼
吸
、
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
な

ど
１２
項
目
が
あ
る
。

５
章
に
は
山
に
登
る
人
た
ち
の
平
素

の
心
構
え
、
ト
レ
ー
エ
ン
グ
、
テ
ー
ピ

ン
グ
の
方
法
な
ど
が
書
か
れ
て
お
り
、

登
山
の
初
心
に
戻
る
良
い
機
会
を
与
え

て
く
れ
る
。

い
ず
れ
も
素
人
に
も
分
か
り
や
す
い

イ
ラ
ス
ト
入
り
で
、
具
体
的
な
処
置
法

を
示
し
て
い
る
。
ケ
ガ
や
急
病
人
発
生

時
に
気
が
動
転
し
て
い
る
場
合
で
も
、

的
確
な
応
急
処
置
が
で
き
よ
う
。

ま
た
、
各
章
最
後
の
コ
ラ
ム
で
は
、

骨
粗
し
ょ
う
症
、
山
で
の
突
然
死
と
自

己
管
理
、
パ
ル
ス
オ
キ
シ
メ
ー
タ
、
自

動
体
外
式
除
細
動
器
、
生
活
習
慣
病
と

山
、
山
で
使
え
る
漢
方
薬
な
ど
を
解
説

し
て
い
る
。
索
引
が
あ
る
の
も
う
れ
し

Ｊ
Ａ
Ｃ
会
員
の
平
均
年
齢
が
６０
歳
を

越
え
て
久
し
い
。
誰
も
が
、
自
分
は
い

く
つ
ま
で
健
康
に
登
山
が
で
き
る
か
、

と
い
う
不
安
を
抱
え
て
い
る
と
思
う
。

そ
ん
な
時
、
ぜ
ひ
目
を
通
し
て
ほ
し
い

１
冊
で
あ
る
。

登
山
は
肉
体
的
健
康
が
第
１
で
あ
る
。

健
康
維
持
の
た
め
の
、
日
々
の
ト
レ
ー

エ
ン
グ
や
食
事
対
策
な
ど
、
広
範
囲
に

わ
た
る
高
齢
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
が
随

所
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

山
で
の
ケ
ガ
や
滑
落
防
止
と
し
て
の

日
頃
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
若
々
し
い
歩

き
方
、
持
久
力

ｏ
筋
肉
強
化
、
効
果
の

あ
る
ス
ト
レ
ッ
チ
ン
グ
の
方
法
な
ど
を

述
べ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
バ
ラ
ン
ス
の

取
れ
た
食
事
や
カ
ル
シ
ウ
ム
を
含
ん
だ

食
品
の
摂
取
で
、
骨
の
強
化
を
促
し
て

い
る
。
「柔
ら
か
で
か
た
い
体
を

つ
く

る
」
た
め
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
老
化
の

チ
ェ
ッ
ク
、
高
血
圧
や
糖
尿
病
な
ど
、

登
山
と
の
関
わ
り
合
い
な
ど
に
つ
い
て

も
触
れ
て
い
る
。

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
挿
絵
に
や
や
ペ
ー

ジ
を
割
き
す
ぎ
て
い
る
感
も
あ
る
が
、

著
者
と
し
て
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
大
切
で

あ
る
と
し
た
意
気
込
み
は
伝
わ
っ
て
く

る
。
横
書
き
で
参
考
資
料
も
掲
載
さ
れ

て
い
る
が
、　
一
般
読
み
物
と
し
て
気
楽

に
読
む
こ
と
も
で
き
る
。

（林

栄
二
）

日
本
山
岳
会
医
療
委
員
会

・
編

『山
の
救
急
医
療
ハ
ン
ド
ブ

ッ
ク

ー

山
で
起
き
る
ケ
ガ
や
病
気
の

現
場
で
の
対
処
法
』

日
本
山
岳
会
創
立
１
０
０
周
年
記
念

事
業
の

一
環
と
し
て
、
医
療
委
員
会
の

編
集
し
た
中
高
年
登
山
者
向
け
の
ハ
ン

ド
ブ

ッ
ク
で
あ
る
。

こ
の
本
の
ね
ら
い
は
、
①
日
本
の
山

を
歩
く
登
山
者
の
実
態
に
即
し
て
い
る
。

②
医
学
的
に
正
確
な
情
報
が
実
践
的
に

図 書 紹 介

2005年 7月 刊

山と漢谷社

1609~

定価980円
幸せを呼ぶ鳥 版画・奥野渓石

登
山
者
に
と
っ
て
、
非
常
に
心
強
い

ハ
ン
ド
ブ

ッ
ク
で
あ
る
。
事
前
に
し
っ

か
り
熟
読
し
、
グ
ル
ー
プ
で
応
急
処
置

な
ど
の
実
習
に
も
役
立
つ
。
山
で
は
何

が
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
。
登
山
に
は

必
携
の
本
で
あ
る
。
　

　

（南
井
英
弘
）

大
森
義
彦

・
著

『健
康
長
寿
登
山
』

2005年 7月刊

東京新聞出版局

A5半」 195'~

定価1680円

山で起きるケガや病気の

現場での対処法

へ島摯顎駐t出1翻I:6.

:・

::t勢′L議論君鶴で織.

継斑響
'lilil臨

颯
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イラスト・倉岡啓吉

会員の皆様のご意見、エッセイ、俳句、

短歌、詩などを掲載するベージです。

どしどしご投稿ください。(紙面に限り

がありますので、 1点につき1000字程

度でお願いします)

繭 蜀隕

オ
オ
ヒ
ラ
ウ
ス
ユ
キ

ソ
ウ

草
創
期
会
員

「田
中
喜
左
衛
門
の
山
日
記
」

長
田
義
則

黒
部
の
秘
境
を
探

っ
た
二
人
に
、
東

の
冠
松
次
郎

（会
員
番
号
２
３
７
）
と
、

西
の
田
中
喜
左
衛
門

（会
員
番
号
１
４

６
）
が
い
た
。

二
ま
わ
り
も
年
上
の
田
中
さ
ん
と
、

老
恵
の
交
わ
り
を
得
た
今
西
錦
司
さ
ん

は
、
『山
と
探
検
』
の
著
書
に

「田
中
さ

ん
」
の
印
象
と
し
て
、
「講
演
は
も
と
よ

り
、
紀
行
も
書
か
ず
、
記
録
さ
え
発
表

し
な
い
頑
固
な
人
だ

っ
た
」
と
述
べ
て

い
る
。
し
か
し
、
没
後
１６
年
に
田
中
家

９
代
目
の
俊

一
さ
ん

（京
大
教
授

ｏ
仏

文
学
専
攻

ｏ
ｌ
９
０
４
～
９２
）
か
ら
「翁

の
山
日
記
」
を
見
せ
ら
れ
、
昭
和
３４
年

の

『登
山
』
７
号
に

「田
中
さ
ん
の
登

山
日
記
」
と
し
て
新
た
な
翁
像
を
書
い

て
い
る

（注
１
）
。

黒
部
の
他
に
特
筆
す
る
山
行
記
録
等

を
左
記
に
記
載
す
る
。
①
ｌ
９
１
８
年

３
月
、
徳
本
峠
～
上
高
地
～
蒲
田
の

一

本
杖
の
ス
キ
ー
越
え
（注
２
）
。
②
ｌ
９

２
５
年
３
月
、　
一
本
杖
の
ス
キ
ー
で
の

仙
丈
ケ
岳
登
山
（積
雪
期
初
登
項
）
。
③

ｌ
９
３
０
年
８
月
、南
ア
ル
プ
ス
の
「寸

又
川
遡
行
」
（注
３
）
。
宇
治
長
次
郎
に

リ
ー
ド
を
さ
せ
た
遡
行
で
は
、
地
元
ガ

イ
ド
の
雄
作
沢
の
名
を
今
に
残
し
て
い

る
。
④
ｌ
９
３
２
年
７
～
８
月
、
Ａ
Ａ

Ｃ
Ｋ
の
カ
ブ
ル
ー
挫
折

（資
金
は
田
中
）

に
よ
り
、
変
更
し
て
樺
太
へ
２９
日
間
の

初
探
検
を
行
な
う
。

掲
載
の
写
真
探
し
は
、
『会
報
』
１
２

７
号
の
菩
提
寺
の
福
田
寺

（東
寺
の
真

東
）
へ
の
手
紙
と
な
り
、　
一
念
通
じ
て

田
中
家
１０
代
目
の
峻
氏

（翁
の
孫

・
６７

田中喜左衛門 (1877～ 1943)

歳
）
に
辿
り
着
い
た
。
氏
の
ご
好
意
は

今
西
さ
ん
の
見
た

「翁
の
山
日
記
」
、
写

真
、　
一
本
杖
で
の
ス
キ
ー
の
映
る
ビ
デ

オ

（８
ミ
リ
を
再
編
集
）
等
、
二貝
重
な

資
料
を
探
し
出
し
、
提
供
し
て
く
だ
さ

っ
た
。

翁
の
日
記
で
あ
る
Ｂ
６
版
ノ
ー
ト
２

冊
は
、

３１
年
間
に
４４
件
の
山
行
を
数
え
、

延
べ
日
数
３
８
２
日
の
記
録
が
び

っ
し

り
詰
ま
っ
て
い
て
、
年
代
順
の
目
次
が

付
さ
れ
た
１
３
３
項
の
山
日
記
と
な
っ

て
い
る
。
黒
部
の
遡
行
で
は
、
川
干
し

し
て
イ
ワ
ナ
捕
り
に
遊
び
、
日
程
を
気

に
し
な
い
悠
々
と
し
た
山
旅
が
窺
え
る
。

草
創
期
会
員
の
翁
は
、
い
つ
し
か
今

西
、
西
堀
栄
二
郎
、
桑
原
武
夫
さ
ん
た

ち
に
引
き
込
ま
れ
た
山
行
も
多
く
、
後

に
Ａ
Ａ
Ｃ
Ｋ
の
名
誉
会
員
に
推
薦
さ
れ

て
い
る
。

翁
に
か
わ
い
が
ら
れ
た
桑
原
さ
ん
は
、

「京
都
に
お
け
る
近
代
ア
ル
ピ

ニ
ズ
ム

の
曙
」
に
関
与
し
た
注
目
す
べ
き
民
間

の

一
人
に
、
田
中
喜
左
衛
門
翁
を
あ
げ

て
い
る

（注
４
）
。

（注
１
）
朋
文
堂
隔
月
雑
誌
、
第
９
号
で
廃

刊
。
今
西
全
集
に
未
収
録
。
本
会
に
所
蔵
。

（注
２
）
一
本
杖
は
レ
ル
ヒ
少
佐
か
ら
中
山

再
次
郎
へ
伝
授
。中
山
、
大
丸
社
長
、
翁
等

が
創
設
し
た
関
西
ス
キ
ー
倶
楽
部
の
記
録
。

（注
３
）
『山
岳
』
２６
年
２
号
に
、
同
行
の

工
楽
英
司

（２０
歳

・
京
大
山
岳
部
）
の
寄

稿
あ
り
。

（注
４
）
『山
岳
』
８３
年

「京
都
に
お
け
る

近
代
ア
ル
ピ
ニ
ズ
ム
の
曙
」
。
『山
岳
』
８０

年

「対
談
　
三
高
時
代
の
思
い
出
か
ら
」

も
参
考
図
書
。
　
　
　
　
（文
中
敬
称
略
）

〈追
記

・
田
中
峻
氏
よ
り
提
供
い
た
だ
い

た

「翁
の
山
日
記
」
等
の
資
料

一
式
は
、　
　
１

体
裁
を
整
え
て
本
会
に
納
め
た
い
〉
　

　

　

爾

「上高地山研」年末年始のオープンについて

山研運営委員会

建物のメンテナンスのため、今年も年末年
始に委員が山研に入ります。この期間は仮
説 トイレ、仮説の排水等を完備させてオー

プンしますので、会員の利用 (宿泊)が可

能です。
◆期間 17年 12月 30日 ～18年 1月 3日 まで

◆申込 11月 末までに住所、氏名、会員番
号、電話を明記し、坂本正智宛
(口 &E田 042-373-3238)

*申込者に利用の詳細を送ります。
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登山では

抗酸化サプリメントを摂りましょう

大野秀樹

『山』598号 で、「高所登山にはビタミンEの服

用を」と題したコラムを書きました。以来、高

所に滞在するだけで酸化ストレスが高まるとい

う報告が次々となされています。酸素が少ない

所での活性酸素発生の九進は、一見矛盾してい

る現象のようですが、間違いないようです。登

山は、それに活性酸素の発生を克進させる運動

が加わるので、酸化ストレスの程度はよリー層

高まります。

高所 トレーニングで体調を崩し、バルセロナ

オリンピック (1992年)で女子マラソン・小鴨

由水選手が敗れたのは、高所の酸化ストレスに

よる肝機能障害が原因だった、と推測されてい

ます。高所での酸化ストレス克進の原因として、

①低酸素による白血球の増加と活発化 (白血球

は、自身で活性酸素を発生させて殺菌効果を示

します)②エネルギー代謝の九進 (最近、高所

滞在が肥満治療に応用されています)③紫外

線量の増加 (高度3000mで約50%増 えます)

④昼夜の温度差の増大 ⑤全身の虚血
―

再環

流 (標高の高低、すなわち濃い酸素と薄い酸素

を繰 り返します)⑥食事の質の低下や摂取量の

減少、などが考えられます。これらに運動が加

味されます。特に下山は、筋肉に最も酸化ス ト

レスによるダメージを与える伸長性収縮 (エ ク

セントリック収縮)がおこるため、登山は宿命

的に活性酸素の害を受ける、といえます。

高度を増すにつれて、活性酸素の影響は飛躍

的に高まります (特 に、高度約 4000mを 境と

して。しかし、小鴨選手が トレーニングを行な

った2000～ 3000mの 高さでも酸化ス トレスは

明らかに九進します)。 さらに、年齢を重ねるに

つれて抗酸化能力が低下し、酸化ス トレスの害

を受けやすくなります。つまり、高齢者の高所

登山は、酸化ス トレスの立場からは要注意です。

山で食事から十分な抗酸化物質を補うことは困

難ですので、サプリメントによる補給を推奨し

ます。活性酸素のターゲットは脂質ですので、

脂溶性ビタミンのEを 100 mg、 強い抗酸化能を

有する茶カテキンを 600 mg、 ビタミンE作用を

サポー トするビタミンCを 1000 mgが 、標準的

な摂取の 1例です。登山中と、その前後 1週間、

毎日摂取します。これらは、高い安全性を有し

ますが、ビタミンCの単独摂取は、伸長性収縮

の害をさらに助長することがありますので、お

勧めできません。

著 者 書   名

図書受入報告 (2005年 8～ 9月 )

ベージ。サイズ 出版元 出版年 寄贈/購入別

渡部由輝

菊地俊朗

唐仁原教久

東京都山岳連盟

楊南郡

暮しの手帖社 (編 )

遠藤甲太

三階堂匡一朗 (編著)

日本山岳会 (編 )

上村幹雄

寺門寿明 他 (編 )

高澤光雄 (編 )

堤信夫

山梨県立文学館 (編 )

伊藤正博

高橋信一

日本極地研究振興会(編 )

永遠の未踏峰
一

人はなぜ山に登るのか

白馬岳の百年一
近代登山発祥の地と最初の山小屋

雨のち晴れて、山日和
―

山で過ごす格別の時間

東京都の山(新・分県登山ガイドNo。 12)

幻の人類学者 森丑之助
― 台湾原住民の研究に捧げた生涯

わが山(再版)

父と子の多摩川探検隊
―

河口から水源ヘ

吾妻山回想譜 追録

日本山岳会創立loo周年記念 所蔵山岳図書・絵画展目録

わがエッセイと詩歌集 (「片雲往来」総集編)

五十城文哉展 (Bunsai loki)

敬山愛林
―

 「秀岳荘創業50周年記念誌」書信・書評集

全図解レスキューテクニックー 登山者のための安全技術とセルフレスキュー

山の文学展
一

日本人 美とこころのふるさと

知床半島の山と沢

東北の避難小屋150(完全ガイド)

南極大陸
―

財団法人日本極地研究振興会創設40周年記念

270pp/20crn

237pp/19cln

143pp/21crn

135pp/21cln

301pp/20crn

283pp/20crn

205pp/20crn

109pp/26cln

79pp/21crn

622pp/27cln

207pp/26cln

47pp/21cln

151pp/21crn

72pp/30crn

223pp/21cln

150pp/21crn

48pp/21crll

山と漢谷社

山と漢谷社

山と漢谷社

山と漢谷社

風響社

碓井玉恵 (私家版)

平凡社

三階堂匡一朗(私家版)

日本山岳会

上村幹雄 (私家版)

東京ステーションギャラリー

秀岳荘

山と漢谷社

山梨県立文学館

共同文化社

随想舎

日本極地研究振興会

出版社寄贈

出版社寄贈

出版社寄贈

著者寄贈

著者寄贈

発行者寄贈

出版社寄贈

著者寄贈

当会発行

著者寄贈

発行者寄贈

発行者寄贈

出版社寄贈

発行者寄贈

著者寄贈

著者寄贈

平山善吉氏寄贈

2005

2005

2005

2005

2005

2005

2005

2005

2005

2005

2005

2005

2005

2005

2005

2005

2004

趙 12



山 725-2005・ 10・ 20(第二種郵便物認可)

９
月
理
事
会

日
時
　
９
月
１４
日
１８
時
３０
分
～
２０
時
３０
分

場
所
　
日
本
山
岳
会
会
議
室

［出
席
者
］
平
山
会
長
、
平
林
・橋
本
各

副
会
長
、
吉
永

ｏ
贄
田
各
常
務
理
事
、

石
田

・
篠
崎

。
大
蔵

・
野
口

・
斎
藤

・

藤
井

・
渡
邊

。
石
橋
各
理
事
、
山
本
監

事
、
小
倉

・
重
廣
各
常
任
評
議
員

［委
任
］
田
邊
副
会
長
、
古
野
理
事
、
一

カ
監
事
、
今
村
常
任
評
議
員

【審
議
事
項
】

１
　
創
立
１
０
０
周
年
記
念
事
業
関
連

①

募
金
状
況

（１７
年
８
月
末
現
在
）

●
６
１
５
２
万
６
０
０
０
円

②
財
務
状
況

（１７
年
８
月
末
現
在
）

・
総
支
出
＝
２
０
９
３
万
８
０
７
円

（寄
付
金
支
部
還
元
金
支
払
済
）

●
１７
年
９
月
繰
越
金
＝
４
０
５
９
万
５

１
９
１
円

③
式
典

・
祝
賀
晩
餐
会
に
つ
い
て

式
典
委
員
会
の
神
崎
委
員
長
よ
り
、

１０
月
１５
日
の
講
演
会

・
式
典

・
祝
賀
晩

餐
会
の
会
員
と
招
待
者
の
出
席
状
況
、

次
第
、
進
行
方
法
等
に
つ
い
て
の
詳
細

な
説
明
が
あ
り
、
質
疑
が
行
な
わ
れ
た
。

一
部
に
未
定
の
部
分
が
あ
る
た
め
、
９

月
中
を
目
途
に
検
討
を
加
え
、

１０
月
６

日
に
会
長
、
副
会
長
出
席
の
下
で
最
終

決
定
を
す
る
こ
と
と
し
た
。

④
特
別
表
彰

ｏ
感
謝
状
贈
呈
者
に
つ
い

て
平
林
副
会
長
よ
り
、
委
員
会
に
お
い

て
検
討
の
結
果
２
支
部
を
表
彰
、
２
社
、

３
個
人
に
対
し
感
謝
状
贈
呈
を
行
な
い

た
い
旨
の
提
案
が
あ
り
、
承
認
さ
れ
た
。

１０
月
１５
日
の
式
典
に
お
い
て
表
彰

・
感

謝
状
贈
呈
を
行
な
う
。
　
　
　
（承
認
）

２
　
ル
ー
ム
交
換
と
、
こ
れ
に
伴
う
２

０
ｌ

ｏ
ｌ
０
４
号
室
の
改
装
に
つ
い
て

９
月
１３
日
、
２
０
１
号
室
と
１
０
４

号
室
の
交
換
契
約
を
締
結
。
こ
れ
に
伴

い
、
現
在
賃
借
中
の
２
１
１
号
室
に
つ

い
て
は
契
約
期
間
満
了
の
１０
月
１４
日
に

解
約
す
る
こ
と
と
し
た
。
ま
た
、
２
０

１
号
室
に
は
和
室
が
あ
る
た
め
、
早
急

に
こ
れ
を
改
装
す
る
。
現
在
、
２
１
１

号
室
に
収
納
中
の
物
品

・
書
籍
を
２
０

１
号
室
に
移
し
、
今
後
、
会
議
室
と
し

て
も
利
用
す
る
こ
と
と
し
た
。
改
装
工

事
は
、
９
月
２７
日
～
１０
月
１
日
の
予
定
。

な
お
、
１
０
４
号
室
は
早
急
に
設
計
を

行
な
い
、
年
内
に
は
会
議
室
と
し
て
改

装
予
定
。　
　
　
　
　
　
　
　
（承
認
）

３
　
平
成
１７
年
度
名
誉
会
員
、
永
年
会

員
に
つ
い
て

●
名
誉
会
員
＝
小
倉
常
任
評
議
員
よ
り
、

９
月
３
日
に
開
催
の
評
議
員
会
に
お
い

て
、
今
年
度
名
誉
会
員
の
推
薦
は
な
か

っ
た
旨
の
報
告
が
あ
り
、
承
認
さ
れ
た
。

●
永
年
会
員
＝
昭
和
３０
年
４
月
～
昭
和

３１
年
３
月
入
会
の
今
年
度
永
年
会
員
は

１３
名
。

１０
月
１５
日
の
式
典
に
お
い
て
顕

彰
す
る
こ
と
と
し
た
。

４
　
後
援
等

①
閉
Ｎ
Ｈ
Ｋ
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
↓
所

蔵
映
像
等
の
２
次
使
用
願
　
　
（承
認
）

②
東
京
都
山
岳
連
盟
↓
第
１３
回
日
本
山

岳
耐
久
レ
ー
ス
の
名
義
後
援
　
（承
認
）

③
囮
日
本
山
岳
協
会
↓
Ｈ
月
１４
日
、
オ

ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
ゴ
ル
フ
大
会
へ
の

参
加
依
頼

（希
望
者
が
あ
れ
ば
参
加
）

④
閉
山
と
渓
谷
社
↓
Ｈ
月
号

（１０
月
１５

日
発
売
）
、
日
本
山
岳
会
創
立
１
０
０
周

年
記
念
記
事
用
写
真
の
使
用
願

（承
認
）

【報
告
事
項
】

１
　
８
月
２６
日
～
２７
日
開
催
、
北
海
道

ブ
ロ
ッ
ク
式
血
ハ　
　
　
　
　
　
（会
長
）

２
　
９
月
１
日
開
催
、
名
誉
会
員
を
囲

む
△
ム

●
ル
ー
ム
で
行
な
わ
れ
、
５
名
の
名
誉

会
員
が
出
席
さ
れ
た
。

３
　
９
月
３
日
開
催
、
評
議
員
会

●
名
誉
会
員
の
推
薦
等
に
つ
い
て

４
　
９
月
１０
日
開
催
、
支
部
長

・
支
部

事
務
局
担
当
者
会
議

●
本
年
は
創
立
１
０
０
周
年
記
念
式
典

当
日
の
開
催
は
困
難
な
た
め
、
ル
ー
ム

で
開
催
。
会
務
報
告
、
１
０
０
周
年
記

念
式
典
の
準
備
状
況
報
告
等
が
あ
り
、

終
了
後
、
市
ヶ
谷
ア
ル
カ
デ
ア
で
懇
親

会
を
実
施
し
た
。

５
　
契
約
↓
東
京
神
奈
川
森
林
管
理
署

長

「高
尾
の
森
」
作
業

（資
材
置
場
敷

地
の
使
用
許
可
）

６
　
８
月
新
入
会
員

新
入
会
員
６
名
、
復
活
会
員
１
名

【検
討
事
項
】

１
　
日
本
レ
ス
キ
ュ
ー
協
議
会
へ
の
参

加
（「山
岳
事
故
調
査
」
業
務
）
に
つ
い
て

「山
岳
事
故
調
査
」
に
つ
い
て
は
有
意

義
な
も
の
と
認
め
ら
れ
る
が
、
調
査
方
　
３

法
、
保
険
会
社
と
の
関
係
等
に
つ
い
て
　
麟

不
明
な
点
が
あ
る
た
め
、
次
回
担
当
者

に
説
明
を
求
め
る
こ
と
と
し
た
。

１

日

名
誉
会
員
を
囲
む
会
　
高
尾
の

森
実
行
委
員
会

評
議
員
会

総
務
委
員
会
　
１
０
０
周
年
記

念
募
金
委
員
会

図
書
委
員
会
　
ア
ル
パ
イ
ン
ス

ケ
ッ
チ
ク
ラ
ブ

事
業
委
員
会
　
山
岳
地
理
ク
ラ

３

日

５

日

６

日

７

日

一一“一一̈̈一一一̈一̈一̈一一̈“一一̈
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◆

第
１５
回

「山
を
語
る
」

［凶
圭
里
安
一員
△
〓

霧
ヶ
峰
の
山
小
屋

「ヒ
ュ
ッ
テ

・
ジ

ャ
ベ
ル
」
の
ご
主
人
に
、
こ
の
山
の
尽

き
せ
ぬ
魅
力
を
語

っ
て
も
ら
い
ま
す
。

講
師
　
高
橋
保
夫
会
員

日
時
　
Ｈ
月
１７
日
困
１８
時
３０
分
よ
り
講

演
、

１９
時
３０
分
よ
り
講
師
を
囲

ん
で
懇
談

会
場
　
集
会
室

◆

ス
キ
ー
懇
親
会
の
こ
案
内事

業
委
員
会

恒
例
の
ス
キ
ー
懇
親
会
を
左
記
の
予

定
で
開
催
し
ま
す
。
詳
細
は
次
号
で
ご

案
内
し
ま
す
。

日
時
　
１
月
７
日
囲
～
９
日
側

場
所
　
岩
手
県
雫
石
ス
キ
ー
場

費
用
　
２
万
３
０
０
０
円

（予
定
）

定
員
　
４０
名

現
地
集
合

・
現
地
解
散

◆

「山
に
魅
せ
ら
ね
た
画
家
達
」
モ
ン

平成17年度「海外登山基金助成登山計画」募集
海外登山基金委員会

日本山岳会は登山界の活性化を目指して優れた海外登

山計画に対して「海外登山基金」による助成を行なって

います。17回 日となる今回も、困難を求めての挑戦、発

想の新しさ、夢多い計画などユニークな登山計画を支援

したい、と考えています。

登山には多様なスタイルと発想があるはずです。パイ

オニア精神にあふれるさまざまなジャンルの計画であれ

ば歓迎したいと考えます。会員資格や単独、パーティ等

の条件は問いません。奮ってご応募ください。

●対象 平成18年 2月 1日 ～19年 1月 末に海外の山へ出

発する登山隊

●申込方法 所定の様式 (事務局に請求)に記入し、登

山計画書 (15通 )を添える。

●申込締切 平成17年 12月 31日

●審査と助成期間 平成18年 1月 中に審査、2月 の理事

会で決定、助成。

●助成金総額 160万 円

●問合せ・申込先 日本山岳会事務局 電話03-3261-4433

ベ
ル
ク
ラ
ブ
巡
回
展

日
本
山
岳
画
協
会

山
を
愛
し
、
山
に
魅
せ
ら
れ
、
自
然

の
詩
情
を
画
布
に
託
し
描
き
続
け
て
い

る
日
本
山
岳
画
協
会
の
会
員
、
有
志
１２

名
に
よ
る
作
品
約
５０
点
の
展
示
。

■
渋
谷
展

会
期
　
Ｈ
月
１５
日
ω
～
２７
日
同
１０
時
３０

分
～
２１
時

会
場
　
モ
ン
ベ
ル
ク
ラ
ブ
渋
谷
店

（渋

谷
区
宇
田
川
町
Ｈ
１
５
　
モ
ン

ベ
ル
渋
谷
ビ
ル
５
階

口
０

３
１
５
７
８
４
１
４
０
０
５
）

◆

第
３
回
明
丼
克
子
油
絵
個
展

近
作

「比
良
連
山
と
仰
木
野
」
「甲
斐

駒
」
「八
ヶ
岳
」
な
ど
、
山
の
絵
を
中
心

と
し
た
作
品
展
。

会
期
　
１１
月
２４
日
困
～
２９
日
ω
Ｈ
時
～

２０
時

（最
終
日
１７
時
）

会
場
　
プ
ラ
ム
ツ
リ
ー

・
オ
フ
ィ
ス

・

ギ
ャ
ラ
リ
ー

（京
都
市
左
京
区

〈岡
崎
〉
熊
野
神
社
東
入
る
南

側

ア
ン
テ
ィ
ー
ク
家
具
ブ

ル

ー
パ
ロ
ッ
ト
３
階

一口
０
７

５
１
７
５
２
１
３
０
２
０
）

◆

１
０
０
周
年
記
念

『所
蔵
山
岳
図

書

ｏ
絵
画
展
目
録
』
頒
布
の
こ
案
内

さ
る
１０
月
８
日
か
ら
１７
日
ま
で
、
丸

善

・
丸
の
内
本
店
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
展
示

さ
れ
た
出
品
目
録

（全
ペ
ー
ジ
カ
ラ
ー

印
刷
）
を
、
ご
希
望
の
会
員
に
お
分
け

し
ま
す
。

頒
布
価
格

（１
部
）

１
０
０
０
円

送
料
　
　
１
部
２
９
０
円

（２
部
以
上

は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

申
込
先
　
日
本
山
岳
会
事
務
局
　
図
書

目
録
係
ま
で

¨
編
集
後
記
¨

●
日
本
山
岳
会
創
立
１
０
０
周
年
の
記

念
式
典
、
祝
賀
会
も
盛
大
に
終
わ
り
ま

し
た
。
準
備
に
当
た
ら
れ
た
各
委
員
会
　
５

の
方
た
ち
は
、
大
変
ご
苦
労
様
で
し
た
。
爾

当
日
、
配
布
さ
れ
ま
し
た

『写
真
で
見

る
日
本
山
岳
会
の
１
０
０
年
』
い
か
が

で
し
た
か
。
私
も
ち
ょ
っ
と
お
手
伝
い

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。（神

長
幹
雄
）
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